
清瀬市男女共同参画センター
アイレック



1995年（平成７年） 清瀬駅前に「清瀬市男女共同参画センター」誕生

公募によって決まった愛称 アイレック はセンターの機能を示しています

アイレックの沿革等についてはこちらを
ご参照ください

https://www.city.kiyose.lg.jp/siseijouhou/danjosankaku/1002890/

I： Information（情報） 資料の展示や図書の貸出

L： Learning（学習） 講座や講演会の実施

E： Exchange（交流） 個人やグループの交流、活動の拠点

C： Consultation（相談） 女性が抱える様々な悩みの相談

市民の編集による女性広報誌「Ms.スクエア」
既に１００号を発刊。
4月発刊の10２号は
「特集：映画と読む清瀬市男女平等推進条例
～おとなのためのガイド～」



アイレックは、市民の活動の拠点であると同時に、市の男女共同参画施策を牽引

2000年（平成12年） 「清瀬市男女平等推進プラン」策定

2006年（平成１8年） 「清瀬市男女平等推進条例」制定

2014年（平成26年） 「清瀬市男女平等推進条例 子どものためのガイドブック」発行

2017年（平成29年） 「第３次清瀬市男女平等推進プラン」策定

2021年（令和3年） 男女共同参画センター運営委員会分科会

①パートナーシップ制度

②清瀬市男女平等推進条例 子どものためのガイドブック

2022年（令和４年） ２つの分科会は形を変えて活動を継続

①性の多様性啓発事業連絡会

②清瀬市男女平等推進条例を育てる会（サポーターチーム）

（毎年、市内小学校の小学５年生に配布）

「清瀬市男女平等推進条例 子どものための
ガイドブック」新装版 ２０２２年7月発行



保育チームによる保育室の壁面装飾。
保育室の窓からは電車が見える♪

市民によるアイレック
男女共同参画センター運営委員会

サポーターグループ 現在5チーム

登録団体 現在15団体

イベントチーム：アイレック主催事業の企画協力、事業運営

図書チーム：アイレックの所蔵図書の分類、整理や本の紹介

切り抜きチーム：男女共同参画関連新聞記事を切り抜き、掲示

保育チーム：保育室内の壁面装飾、遊具のメンテナンス

清瀬市男女平等推進条例を育てる会：分科会から発展

男女平等推進条例を育てる会の企画
によるイベントの実施→



最近のイベント 男女共同参画週間、人権週間（１２月)、
国際女性デー(3月)にはイベントチーム
の企画による講演会を実施 ↓

←アイレックが開館した10月
に毎年アイレックまつりを実施。

11月１０日（金）午後4時～7時 パープルキャンドル
「女性に対する暴力をなくす運動」
期間にちなんで、清瀬駅北口で紫のキャンドルを灯します

アイレックについてはこちらをご参照ください→
https://www.city.kiyose.lg.jp/siseijouhou/danjosankaku/index.html

https://www.city.kiyose.lg.jp/siseijouhou/danjosankaku/index.html

